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トラック諸島沈没艦船戦没者遺骨収集派遣に係る潜水調査・遺骨収容業務委託
仕様書（HP掲載版）
一般社団法人
日本戦没者遺骨収集推進協会


１．業務の目的
本業務は、一般社団法人日本戦没者遺骨収集推進協会（以下「本協会」）が、ミクロネシア連邦チューク州チューク（旧トラック）環礁内に沈む艦船から第二次世界大戦の戦没者遺骨を収集するため、専門的な潜水調査・遺骨収容作業を外部事業者に委託するものです。

本業務は、戦没者遺骨の収容・帰還と慰霊を最優先としつつ、現地の文化財・戦争遺跡の保護との両立を図ります。

２．業務実施概要
（１）実施期間・場所
	実施期間
	令和８年９月２７日（日）～ １０月４日（日）

	対象海域
	ミクロネシア連邦チューク州チューク（旧トラック）環礁内


（２）主要対象沈船一覧
以下の沈没艦船を主要調査対象とします（最終対象は本協会が提示）。
	沈船名
	総トン数
	座標（緯度）
	作業水深
	遺骨情報

	菊川丸
	3,833t
		7°13′19.20″N
151°32′36.33″E



	40m
	未実施

	清澄丸
	8,613t
		7°13′23.00″N
151°30′12.96″E



	30m
	S59(3)、R5(2),H7(3)に8柱収容

	神国丸
	10,020t
	7°14′09.41″N 151°27′52.06″E
	36m
	S59(9)、5(4)、H7(2)、H30(3)に18柱収容

	西江丸
	5,385t
		7°12′48.48″N
151°32′26.28″E



	40m
	H17に実施したが遺骨発見できず

	文月（駆逐艦）
	1,320t
	7°26′57.3″N
151°43′23.0″E
	40m
	H17に実施したが遺骨発見できず

	平安丸
	11,164t
	7°13′32.13″N, 151°30′46.37″E
	42m
	未実施

	伯耆丸
	7,112t
	7°12′40.47″N, 151°32′39.81″E
	50m
	未実施

	山霧丸
	6,438t
	7°13′25.54″N, 151°29′31.87″E
	35m
	H28年１柱収容

	夕映丸
	3,317t
	7°10′59.57″N, 151°32′53.30″E
	30m
	未実施


※最終的な調査対象および収容区画は、作業着手の前日までに本協会と受託者が調整のうえ確定します。
３．業務内容
（１）必須作業
1. 史料調査・既往潜水記録との照合（事前調査）
1. 潜水前の海底状況確認（障害物・漁網・シルト堆積・不発弾兆候の確認）
1. 遺骨の探索・確認・収容
1. 水中記録（動画・写真）および位置測定（GPS精度±5m以内）
1. 遺品の記録（文化財保護法に触れるため現物回収は行わない）
1. チューク滞在中のホテル・食事（1日3食）の手配
1. 気象・海象情報の収集および調査団長への毎朝（出航前）報告
（２）作業方式
1. 潜水方式：スクーバ潜水（ROVの併用可）
1. 1チーム1日2ダイブを原則とし、最大作業水深での底時間は作業責任者が安全管理
1. 毎日の作業前後ミーティング・危険予知（KY）活動の実施・記録
1. 日常作業フロー：潜水予定確認→健康確認→KY活動→始業前点検→ダイブブリーフィング→潜水作業デブリーフィング
（３）禁止事項
受託者は以下の行為を厳禁とします。
1. 船体の破壊・損傷
1. 遺骨以外の物品の回収
1. 燃油漏洩箇所への接触・回収行為

４．安全管理
（１）人員要件
1. 主任潜水士：テクニカルダイビング（混合ガス・減圧潜水）実務経験10年以上、水深40m以深の潜水実績を有する者１名以上
1. 潜水士：潜水実務経験５年以上を有する者（必要数）
1. 業務開始前に全員の有効な潜水士免許・健康診断書を本協会に提出
（２）健康管理・緊急搬送
1. 潜水前後に全作業者の健康状態を作業責任者が確認（睡眠・飲酒・服薬・体調異常等）
1. 異常が認められた潜水士は当日および翌日の潜水作業から外す
1. 最寄り医療機関：チューク州立病院（TEL: 691-330-2214）
1. 事故発生時は直ちに調査団長へ報告


５．入札参加資格
本業務に入札するためには、全省庁統一参加資格を満たすとともに、テクニカルダイビング（混合ガス・減圧潜水）を含む沈没艦船内での遺骨収容実績、海外業務実績、TRIMIX潜水有資格者の保有等、所定の要件を証明する書類を本協会に提出する必要があります。
６．見積書の作成について
見積書の所要額は、本協会が指定したUSD/円の為替レート（注）により外貨を日本円に換算し算出すること。ただし、社会情勢の急変や自然災害等による大幅な為替変動があった場合は、選定された旅行業者と本協会で協議することとする。
（注）公募掲載前月の三菱UFJ銀行公表によるUSD月中平均TTSレート（円売りドル買い） 　　　指定為替レート　　１６０．３３円/USD
入札時提出書類
入札参加者は以下の書類を入札書と併せて提出します。
1. 	会社概要・業務実績一覧（過去10年以内の類似業務実績）
1. 	予定する主任潜水士及び潜水士の資格証書の写し並びに実績証明
1. 	見積書（本協会形式で記載）
1. 	作業施工計画書（作業工程表、潜水作業計画、混合ガス計画、緊急搬送計画、日常作業フロー、連絡体制図、安全対策）
1. 	緊急搬送計画書（搬送先施設・連絡先・搬送手順を記載したもの）
1.  安全管理計画
1.  潜水に必要な混合ガスを確保できるまでのスケジュール表
1.  潜水に関して社内で安全面、技術面について検討を行ったことがわかる資料
1.  特に以下の点を重視して判断する。
予備ダイバーの配置人数、バディシステムの徹底、水面監視員の配置及びダイバー交代要領（一潜水あたりの潜水時間・水面休息時間）、派遣チームにおける潜水士免許保有率、損害賠償保険の加入状況、過去の潜水事故件数、並びに沈船環境における水中調査の実績。

７．機材要件（概要）
1. 潜水機材：受託者が必要な機材を準備
1. 水中動画カメラ：業務目的に適した機材を受託者が選定
1. ROV（オプション）：受託者が必要と判断した場合に使用可
1. 遺骨収容に必要な収納袋・記録カメラ（動画撮影可能なもの）は必ず準備




８．成果物
受託者は以下の成果物を本協会に提出します。成果物の著作権・所有権はすべて本協会に帰属します。

	成果物
	内容

	日報
	毎日・調査当日中に調査団長へ提出

	写真・動画データ
	メタデータ（撮影者・時刻・機材）付与

	座標データ
	Excel形式・Decimal Degrees（10進法）・精度±5m以内

	潜水ログ一覧
	各潜水の時間・使用ガス・参加者を記録

	最終報告書
	Word形式・業務完了後30日以内に提出


９．主な契約条件
（１）保険・責任
1. 業務開始前に対人・対物を含む業務賠償責任保険に加入し、証書写しを提出
1. 潜水は業務行為であり、受託者が業務上の責任を負う（自己責任扱い不可）
1. 作業中止の最終判断は調査団長に専属する
（２）支払条件
1. 前払い・中間払い：契約後、本協会と受託業者で決定する
1. 最終払い：最終報告書の確認・承認後30日以内
1. 違約金：受託者の責による契約解除の場合、契約金額の10%
（３）情報管理
1. 業務情報のSNS・個人ブログ等への投稿を禁止
1. 業務完了後、本協会が必要とするデータを提出
（４）不発弾・燃油漏洩への対応
本業務では不発弾の処理および燃油の回収は現地政府の要請があっても一切行いません。発見した場合は直ちに接触を禁じ、退避・作業中断・記録・報告（本協会本部、チューク州当局）を行います。

10．本協会が手配するもの
（１）英語対応可能であり現地チャーター船、ダイブショップ等との調整ができる現地ガイド
（２）遺骨の一時保管場所とその管理
（３）現地政府・関係機関への事前通告の通知
（４）海域管理者への事前通告
（５）現地チャーター船の支払い
（６）慰霊・追悼に関する事項
（７）衛星通信連絡手段の準備
（８）入出国時のチューク国際空港とホテル間の送迎準備
（９）チューク州政府・関係機関への作業許可証の申請及び入域料金及び港湾使用料の支払い
（10）成田空港からチューク間の航空券、途中経由地（グアム）の宿泊及び空港送迎

11．注意事項
（１）事業内容は、現地の天候等により延期・中止する場合がある。
（２）本事業の実施に当たり、資材の準備等に日程を要すると思われることから、中止の判
断期限を明記すること。
（３）この仕様書に定めがない事項又はこの仕様書について疑義に生じた事項については、
本協会と受注者とが協議して定めるものとする。
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